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H28.12.20

今回の訓練サイクルにおいて車両運転を伴う力量維持・向上訓練（平成２９年２月
～）の場で、大型車両運転における留意点について教育を行う。
また、設備面の対策として道路部の隅切りを行うとともに、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙと融雪水配管の
ルートを変更する。

H29.3.23

Ｈ２９年２月から実施している大容量ポンプ等の力量維持・向上訓練の場において、
大型車両運転時の留意点について教育を充実させるとともに、実動による車両運転
訓練を実施した。
また、融雪水配管が不要となる夏季（Ｈ２９年８月頃）を目処に道路部および配管の
処置を実施予定。

H29.6.23

大型車両運転時の留意点については、今サイクルの消防ポンプ敷設訓練を通じて、
対応要員に対する教育が全て完了した。（Ｈ２９．６月までに完了済み）
今後、次サイクル訓練においても、継続的に実施する。
尚、Ｈ２９年度夏季に、道路部および配管の移設処置工事を実施予定。

H28.12.20
今回の訓練サイクルにおける消防ポンプ給油訓練（平成２９年４月～）までに、誤投
入防止のために名称表示を充実するとともに、機種毎の給油位置について教育を行
う。

H29.3.23
誤投入防止のための名称表示の充実については、Ｈ２９年３月までに対応完了。
４月からの消防ポンプ給油訓練において、誤投入防止のための教育を図る予定。

H29.6.23
誤投入防止にかかる対策については、今サイクルの消防ポンプ敷設訓練を通じて、
対応要員に対する教育が全て完了した。（Ｈ２９．６月までに完了済み）
今後、次サイクル訓練においても、継続的に実施する。

平成２８年度第３四半期指摘事項一覧（事業者の処置結果追記分）

原子力事業所又は原子力施設名：関西電力(株)　高浜発電所

3 H28.11.14 山西
安全・防災
室

【重大事故等発生時の対応に係る総合的な訓練時の指摘】
可搬型低圧注水ポンプ準備（消防ポンプとホース敷設接続）において、作業
完了後、次の作業要員に消防ポンプなどの資機材を搭載したユニック車を
移動させる際に、構内道路のガードレール付近の凍結防止配管に車の燃
料タンクをぶつけて損傷させ、軽油が漏れる事案が発生した。今回は、事象
発生後、ユニット指揮者に連絡し、判断を仰いだ結果、設備所管のコント
ローラの指示で、代替ユニック車への切替えを指示され、次の作業要員に
引継ぎした結果、支障はなかった。今回のユニック車の損傷は、ガードレー
ルの車道側に凍結防止配管が飛び出していたこともあり、「ガードレールの
手直し追加」及び「ユニック車運転に係る対象者への注意事項等の周知教
育」を検討して頂きたい。

4 H28.11.14 山西
安全・防災
室

【重大事故等発生時の対応に係る総合的な訓練時の指摘】
消防ポンプの給油への際に、誤って潤滑油の蓋を開けて給油しようとしてい
た。消防ポンプの機種型式が３種あり、給油口と潤滑油口の位置が異なる
ようなので、誤投入防止のため、名称表示や蓋の色を変えるなど工夫して
頂きたい。

（※）番号１，２，５については、前四半期までに処置完了済み。番号３，４は、事業者の処置完了を確認済み。


